
子宮頸がん予防ワクチン 

定期接種の対応について 
 

平成２５年６月１４日に行われた、国（厚生労働省）の「厚生科学審議会予防

接種・ワクチン分科会副反応検討部会」及び「薬事・食品衛生審議会医薬品等安

全対策部会安全対策調査会」において、ワクチンとの因果関係を否定できない持

続的な痛み等が接種後に特異的に見られたことから、副反応の発生頻度等がより

明らかになり、「国民に適切な情報提供ができるまでの間、定期接種を積極的に

勧奨すべきではない」とされました。 

 

これにより現在、定期接種を中止するものではなく、積極的な勧奨を行ってお

りません。 

 

なお、子宮頸がんワクチンの接種を希望する場合は、下記リーフレットを参考

にしていただき、ワクチンの有効性及び安全性等について十分理解した上で接種

を検討してください。 

 

「子宮頸がん予防接種を受ける皆さまへ」 

（厚生労働省作成リーフレット） 

 

 

 

 



 



 


